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大寺桜ヶ丘公園

中央公園

やまのべ自慢地図

中
なか

　大
おおわらび

蕨の棚田は、秋に
なると大勢のカメラマ
ンが押し寄せる人気ス
ポット。棚田が舞台の
イベントも人気。

作
さ く や ざ わ

谷沢
　湧水が点在し、湧水
巡りを楽しめる地域。
豊かな自然を活かし、
わさび・リンドウなど
の栽培が有名。

大
おおてら

寺
　安国寺の山門は壮観
で、夢窓式庭園も機会
があれば見ておきたい
ところ。春は大寺桜ヶ
丘公園の桜が絶景。

相
さ が み

模・近
お う み

江
　相模地域は「舞

まいまいとん

米豚」
に与えられる飼料用米の
栽培が盛んな地域。近江
地域は、自治会や防災会
による活動が活発。

玉虫沼
全国ため池百選

大蕨棚田
日本の棚田百選

星ふるロード
（絶好の夜景スポット）

★
★
★

童謡詩人・武
た け だ

田勇
ゆ う じ ろ う

治郎
（大正８年～昭和23年）

法学博士・安
あ だ ち

達峰
みねいちろう

一郎
（明治２年～昭和９年）

　外交官・国際法学者として
世界を舞台に活躍。国際連盟
総会には日本代表として参加
し、日本の立場を主張する大
役を担いました。常設国際司
法裁判所で
は所長を務
め、真摯で
公正な姿勢
は「世界の
良心」とた
たえられま
した。

　相模尋常高等小学校高等科を
卒業後、山形市内の書店に住み
込みで働きながら創作活動を開
始。19歳で入隊し、終戦までの
軍隊生活の間も数十冊のノート
に童謡詩を書き綴りました。28
歳という若さで亡くなりました
が、代表作「花のいろ」は今も
大切に歌い継がれています。

白鷹山
やまがた百名山

東黒森山
やまがた百名山

鳥海山

館山
雷山

愛宕山

山
やまのべ

辺
　ニット・じゅうたん・金属加
工など商工業の中心。酢じょう
ゆをかける「すだまり氷」は町
外にも知られる夏の風物詩。
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～ 山辺いいもの、いいところ ～

　企画展、秋の『かがり火
コンサート』、春の雛人形
展など多彩なイベントを開
催。交流スペースを備えた
「あがらっしゃい」が隣接。

山辺町大字山辺208-1
☎023-664-5033

　２種類の源泉が楽しめる日帰り
温泉施設。介護が必要な人を対象
とした家族風呂もあります。産地
直売所「やまのべ温泉市」も併設。
食堂では季節限定で「すだまり氷」
も食べられます。

山辺町大字大塚801
☎023-664-7777

玉虫姫伝説
　昔むかし、山野辺のお城に玉

虫という娘が奉公していました。

おいしいご飯を炊くことで評判

でしたが、神様からもらった白

蛇を釜に入れて炊いているとい

う秘密が。玉虫をねたんだ女中

達がそれを確認し、場内は大騒

ぎに。玉虫は城を抜け出し、沼

に身を投げたのです。玉虫沼の

湖面が美しいのは、玉虫が掃き

清めているからだとも…

縁
ゆかり

の 伝説 すだまり氷

山辺北部公民館敷地
内にあります。

要害児童遊園内
にあります。

　湖沼群と豊かな森林で自然
が満喫できます。展示室があ
る森林学習展示館、木工クラ
フト教室が開催される「む・う・
ぶ」などの施設もあります。

山辺町大字畑谷1933-42
☎023-666-2116

県民の森

オープニングイベント
毎年４月29日

★自慢地図で紹介している内容の詳細は、「やまのべP
プライド

ride」（裏表紙参照）で知ることができます。
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畑谷弁財天
（湧水）

　現在の山辺町は、
昭和29年10月１日
に、旧山辺町と大寺
村・中村・作谷沢
村・相模村が合併し
て誕生。昭和50年代
後半から住宅団地と
して近江地域が整備
され、これらの地域
を基本にまちづくり
を進めています。

ふるさと
資料館

日本遺産「山寺が
支えた紅花文化」
構成文化財

玉虫沼農村公園
「かおりの広場」

（ラベンダー園）
山形市大字
滝平1266-3

西黒森山

武田勇治郎
童謡詩碑

手前が資料館。右奥が、ふるさと
交流センター「あがらっしゃい」


